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さる、 6月8日本町の山王児童公園（元第一幼稚園跡地）で、市営相撲場落成を記念してとｰ眉

撲大会が開かれました。 ノ

参加したのは、 16団体165名で鏡山部屋の多賀竜、伊豆錦､水戸錦の三力士も特別参加しました。

この市営相撲場は、神明造り銅茸で棟までの高さが8メートル、 4本柱で、土俵の直径が4メー

|､ル55センチあI) 、 日本相撲連盟の土俵標準規格となっています。

建築には、設計者根本伊三郎さんや、市建築組合（柴田克一代表） 、市相撲連盟（滝宗章会長）

の協力もあってりっぱな相撲道場が完成しました。

一高萩市市民憲章一鯛…職鶴…:…鋼蝿

l ！ 当 " 一

i =' .乳 ≦堂

神：

i ;市,明寺
一
記
念
に
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会

川
Ⅳ
日
日
南
日
６
２

二

吋

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

刑

Ⅱ

Ⅱ

１

コ

層

Ⅲ

Ⅱ

引

コ

ニ

吾

二

二

Ｎ

９

画

４

↓

１

山
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ

呂

副

‐

１

１

副

…

ｌ

‐

川

副

Ⅲ

Ⅱ

川

手

Ⅲ

Ⅲ

匹

声

狸

ヨ

三

三

窪

靴

型

弓

唖

咋

峠

乖

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

皿

二

”

三
一
一
『

」

”

一

一

川

「

仙

一

叩

垂

三

り亭
Ｚ

‘
に
『
諏

琴
三

のj ゞ
#謹襄篝

０町岬

ＩⅡⅡ’

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
’

州
Ⅷ
州
肺
柵
Ⅷ
Ⅷ
唖

叩Ⅷ

一

似

‐

咄

一
毒
皇

蕊 一人口の動き－

6月1日現在

人 口‘ 31 ，848

男 15， 588

女 16， 260

世 帯 8， 902

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

前月比

(＋78）

(十41）

(＋37）

(＋38）
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 ･ 1152です
＝
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一

＊

恒
例
の
「
高
萩
市
民
ま
つ
り
」
が
、
一

一
第
十
回
を
迎
え
七
月
二
十
六
日
と
二
一

一
十
七
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
“
一

一
こ
の
催
し
は
、
郷
土
高
萩
の
認
識
一

一
を
深
め
、
明
嘉
彦
鼻
嘩
牢
よ
い
ま
ち
、
一

一
市
民
の
心
弐
ず
く
リ
涛
励
黙
さ
し
て
、
市
』

一
民
総
参
岳
出
”
も
と
に
行
員
三
号
と
を
ね
一

一
ら
い
と
仙
羊
点
聖
生
乳
曾
一

一
市
尾
承
Ｙ
が
な
き
入
崇
“
て
る
フ
ァ
皇
室

一
加
し
鶏
成
竿
舞
悸
二
四
年
ま
つ
り
」
ｒ
基

一
し
ま
卜
了
貫
も
一

一
ロ

ハ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
く
く
イ
ン
、
く
Ｊ
７
、
く
ノ
７
、
く
く
ノ
７
７
１
く
／
，
、
く
く
ノ
ノ
タ
；
し

交通の規制図 了月26日(土）午後6:00～9:30 ●
…
…
流
し
お
ど
り
は

ふ
だ
ん
着
で
…
…
…
●

ヘ
こ
こ
は
ソ
レ
高
萩太

平
洋
に
．
：

夏
の
夜
空
の
も
と
晶
驚
革
：
：
桑
晶
晶
錐
桑
：
桑

市
民
ば
や
し
〃
流
し
お
ど
り
〃
に
ど
う
ぞ

中
品
品
品
品
品
品
品
品
品
駅
前
で
７
月
邪
日
午
後
７
時
訓
分

こ
の
「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
は
、
さ

る
四
十
九
年
、
市
制
施
行
二
十
周
年
を

記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
歌
手

都
は
る
み
さ
ん
に
よ
っ
て
吹
込
ま
れ
ま

し
た
。

「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
の
お
ど
り
は

こ
の
年
の
七
月
二
十
日
・
二
十
一
日
に

開
催
さ
れ
た
第
四
回
高
萩
市
民
ま
つ
り

に
行
わ
れ
た
の
が
最
初
で
、
今
年
で
六

年
目
を
迎
え
ま
す
。

高
萩
市
民
ま
つ
り
も
二
日
間
、
各
町

内
、
地
域
ご
と
に
ダ
シ
や
、
こ
ど
も

ミ
コ
シ
な
ど
が
町
内
を
ね
り
あ
る
き
、

市
民
あ
げ
て
の
ま
つ
り
に
定
着
し
て
き

た
よ
う
で
す
。

●
…
：
・
駅
前
通
り
で

流
し
お
ど
り
…
…
●

今
年
も
「
市
民
ば
や
し
」
の
流
し
お

ど
り
が
駅
前
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

す
。

「
市
民
ば
や
し
」
の
流
し
お
ど
り
は
、

七
月
二
十
六
日
の
午
後
六
時
四
十
分
鼓

笛
隊
の
パ
レ
ー
ド
の
あ
と
、
同
七
時
三

十
分
か
ら
、
駅
前
通
り
で
流
し
お
ど
り

が
開
始
さ
れ
、
同
九
時
終
了
と
な
り
ま

す
。

お
ど
り
は
、
簡
単
で
す
か
ら
ど
な
た

に
で
も
す
ぐ
で
き
ま
す
。
服
装
な
ど
は
、

ふ
だ
ん
着
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
お
ど
り
の
列
に
入

〉
ば
や
し
」
を
楽
し
み

っ
て
「
高
一
《や

篭； 瀞 識 ‘

畷 鴬 識 ‘＃ ，；

灘

篭
ふ
十
一
１
１
）
．
卜
今
、
可
ノ
Ｃ

●
…
…
お
ど
ｎ
／
を

お
し
え
ま
す
…
。
：
●

「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
の
お
ど
り
の

講
習
を
受
け
た
い
各
種
の
団
体
や
、
グ

ル
ー
プ
（
十
人
以
上
）
に
は
、
講
師
を

派
遣
し
ま
す
の
で
、
日
時
や
場
所
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
、
市
役
所
商
工
課
（
電
話
⑤

二
二
一
内
線
二
六
四
）
へ
ど
う
ぞ
。

●
・
・
…
・
泌
日
は

交
通
規
制
に
…
…
●

二
十
六
日
は
、
「
市
民
ば
や
し
」
流

し
お
ど
り
の
た
め
、
交
通
規
制
（
上
図

参
照
）
が
あ
り
ま
す
。
交
通
規
制
（
雨

天
順
延
）
は
、
午
後
六
時
か
ら
午
後
九

時
三
十
分
ま
で
、
車
の
進
入
や
駐
車
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
な
ど
ご

利
用
の
方
は
、
当
日
の
交
通
規
制
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
二

日
間
は
、
各
町
内
な
ど
で
、
こ
ど
も
ミ

コ
シ
や
、
ダ
シ
な
ど
も
ね
り
あ
る
き
ま

す
の
で
、
自
動
車
を
運
転
す
る
方
は
と

く
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(2)
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一
青
少
年
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

一
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
う

一
の
は
、
す
べ
て
の
親
の
願
い
で
あ
り

ま
た
、
社
会
の
願
い
で
す
。

次
代
を
に
な
う
青
少
年
が
、
健
全

に
成
長
す
る
た
め
に
、
地
域
社
会
、

関
係
機
関
な
ど
が
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
願
い
と
は
う
ら

は
ら
に
、
年
々
青
少
年
の
非
行
は
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
相
談
貝
は
、
青
少
年
に
理

解
と
、
愛
情
を
も
っ
て
接
し
、
健
全

青少年の非行

あなただったら

どうするか

7列,:青少年排行から守る強調月間鬮
今
年
も
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一

日
ま
で
の
一
か
月
間
は
「
青
少
年
を
非

行
か
ら
守
る
強
調
月
間
」
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
青
少
年
の
非
行
防
止
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。ｌ

子
供
の
ど
う
い
う
言
動
が
非
行

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、
非
行
の
〃
き

ざ
し
〃
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

ウ
ソ
は
非
行
化
の
赤
信
号
・
・
…
・
…
△

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
な
ウ
ソ
を
つ
い
た

‐
子
供
は
、
あ
る
ｒ
》
然
非
行
に
走
る
の
⑩
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な

川
風
船
が
だ
ん
だ
ん
ふ
く
ら
ん
“
て
、
や
が
て
パ
チ
ー
ン
と
は
じ
け
る
よ
う

川
に
、
徐
々
に
非
行
へ
の
道
に
深
入
り
し
て
い
き
ま
す
。
子
供
の
非
行
防

川
止
は
、
病
気
の
場
合
と
同
し
よ
う
に
〃
早
期
発
見
″
が
大
切
で
す
。

後
を
絶
た
ず
増
え
る
一
方
で
、
と
も

す
る
と
、
こ
の
活
動
に
疑
問
を
感
じ

挫
折
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
と
き

さ
え
あ
り
ま
す
。

育
成
、
非
行
防
止
に
対
処
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
喫
煙
、
万
引

き
、
性
非
行
、
シ
ン
ナ
ー
、
イ
ン
ベ

ー
ダ
ー
、
バ
イ
ク
遊
び
な
ど
非
行
は

蕊

早
い
う
ち
に
つ
み
と
ろ
う

詣
幸
昇

青
少
年
の

健
全
育
成
に
よ
せ
て
鑪
癖

市
連

旦
方
で
、
と
も
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
し
ま

到
に
疑
問
を
感
じ
う
の
だ
ろ
う
か
：
…
・
・
ほ
ん
と
う
に

て
う
に
な
る
と
き
悪
い
青
少
年
ば
か
り
な
の
だ
ろ
う
か

…
…
？
そ
う
で
は
な
い
は
ず
て
す
。

〃
竿
期
発
見
″
の
黍
誼
て
を
考
え
る

り
、
親
の
顔
を
ま
と
も
に
み
な
い
で
、

あ
い
ま
い
な
返
事
し
か
し
な
い
。
ウ
ソ

が
露
見
し
て
も
平
気
な
顔
を
す
る
よ
う

に
な
る
。

成
績
が
急
激
に
ダ
ウ
ン
・
・
…
・
…
…
△

得
意
な
科
目
の
成
績
ま
で
目
に
見
え

て
落
ち
、
テ
ス
ト
の
結
果
も
見
せ
な
く

な
る
。

ふ
ら
り
と
外
出
す
る
：
．
・
・
・
：
。
・
・
・
：
。
△

目
的
の
あ
る
外
出
で
は
な
く
て
、
「
ち

ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
い
う
外
出
が
ひ

し
か
し
、
各
種
団
体
や
関
係
機
関

が
活
動
し
、
多
く
の
人
々
が
協
力
し

て
も
、
こ
の
状
態
だ
っ
た
ら
、
も
し
、

誰
も
が
、
無
感
心
だ
っ
た
り
挫
折
し

！
■

多
く
の
青
少
年
は
、
激
動
す
る
社
会

の
中
で
立
派
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
青
少
年
自
身
の
自
覚

と
努
力
に
期
待
し
、
自
主
性
・
主

体
性
の
伸
張
を
は
か
り
、
関
係
機
関

や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
連
け
い
を

密
に
し
て
、
不
良
環
境
の
浄
化
、
健

全
育
成
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
再
認
識
し
、
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
青
少
年
相
談

貝
も
精
一
杯
努
力
し
ま
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ん
ば
ん
に
方

親
の
知
ら
な
い
友
だ
ち
が
増
え
る
△

「
な
ん
て
い
う
名
前
な
の
」
と
聞
い

て
も
、
「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
、
マ
ー
坊
」
と

い
っ
た
あ
い
ま
い
な
返
事
を
す
る
よ
う

に
な
る
。

服
装
、
髪
形
を
気
に
す
る
…
．
：
…
△

小
遣
い
で
は
買
え
な
い
高
価
な
ペ
ン

ダ
ン
ト
や
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
。

多
額
の
小
遣
い
を
要
求
す
る
…
。
：
△

お
金
の
浪
費
が
め
だ
ち
、
時
に
は
親

の
サ
イ
フ
か
ら
、
こ
っ
そ
り
ぬ
き
と
っ

た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

夕
食
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
…
・
・
・
…
△

食
べ
盛
り
で
、
以
前
は
い
つ
も
空
腹

を
訴
え
て
い
た
の
が
、
食
べ
な
く
な
る
。

学
校
の
帰
り
に
、
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
た

ま
り
場
に
寄
り
道
を
し
て
い
る
場
合
が

々
夕
い
・

読
書
の
内
容
が
変
わ
る
：
…
…
．
：
。
△－

ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
を
こ
っ
そ
り
読
ん

で
い
る
。

か
く
れ
て
タ
バ
コ
を
吸
う
…
・
・
…
・
△

非
行
少
年
の
ほ
と
ん
ど
が
、
最
初
の

段
階
で
喫
煙
す
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
に

か
く
し
て
い
た
り
、
ニ
オ
イ
か
す
る
か

ら
注
意
し
て
み
る
。

な
げ
や
り
な
言
葉
が
多
く
な
る
…
△

ま
じ
め
な
生
き
方
を
軽
べ
つ
し
、
「
バ

カ
ら
し
い
」
な
ど
と
な
げ
や
り
な
こ
と

ば
を
吐
く
。
成
績
が
悪
い
の
も
、
親
や

教
師
の
せ
い
に
す
る
。

Ｉ
＊
＊
‐
＊
Ｉ

以
上
の
よ
う
な
兆
候
か
ら
子
供
の
心

を
読
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
供

の
心
の
中
に
何
が
生
ま
れ
、
ど
う
変
わ

り
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
原
因

は
ｌ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
適
切
な

処
置
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ
△

最
近
、
県
内
で
青
少
年
に
と
っ
て
有

害
な
雑
誌
の
自
動
販
売
機
を
、
設
置
す

る
業
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
高
萩
市
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
現
在
は
一

台
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ん
の
力
で
お
か
な
い
、

お
か
せ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
十
カ
所
に
青
少
年
セ
ン

タ
ー
の
相
談
箱
を
設
け
て
あ
り
ま
す
の

で
、
青
少
年
に
関
し
て
お
気
ず
き
の
点

か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
相
談
貝
は
夏
休

み
中
も
街
頭
補
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

の
で
、
非
行
・
不
良
行
為
な
ど
を
見
か
け

た
ら
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会

内
ｅ
二
三
一
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(3)



すごそう安全 に
夏
休
み
を
前
に
注
意

毎
年
、
七
月
を
迎
え
る
と
、
子
供
の

水
の
事
故
が
増
え
は
じ
め
、
夏
休
み
を

含
む
七
～
八
月
の
時
期
は
一
年
の
う
ち

で
も
水
に
よ
る
犠
牲
者
が
最
も
多
い
時

期
で
す
。

同
じ
時
期
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

た
子
供
に
比
べ
ま
す
と
、
ほ
ぼ
二
倍
の

犠
牲
者
が
出
て
い
る
の
で
す
。

年
令
別
に
見
て
み
ま
す
と
半
数
が
就

学
前
の
幼
児
で
す
。
こ
の
う
ち
八
割
近

く
は
用
水
堀
や
海
・
川
・
池
な
ど
に
「
転

落
し
て
」
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
．

保
護
者
が
同
伴
を

小
学
生
の
場
合
は
、
水
泳
中
や
魚
を

子
ど
も
を

水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

と
っ
て
遊
ん
で
い
る
間
に
「
深
み
に
は

ま
っ
て
」
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
最
も
多

く
、
次
い
で
通
行
中
や
水
遊
び
中
の
「
転

落
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
で
は
、
約
半
数
が
水
泳
中
に

「
深
み
に
は
ま
っ
た
」
り
、
「
波
に
さ

ら
わ
れ
て
」
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
の
事
故
の
約
七
割
が
、

保
護
者
（
同
伴
者
）
が
そ
ば
に
い
な
い

と
き
に
起
き
て
い
ま
す
。

危
険
な
場
所
へ
い
か
せ
な
い

こ
の
時
期
は
、
と
く
に
水
遊
び
を
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
の
遊

び
場
所
を
知
っ
て
お
き
、
危
険
な
場
所
に

は
、
子
供
た
ち
だ
け
で
行
か
せ
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
、
保
護
者
の
配
慮
が
必
要
で
玄

川や水辺での遊びは危険がいっぱい・ ・
水遊びはかならず保護者が同伴しよう

そ
の
ほ
か
、
子
供
を
水
の
事
故
か
ら

守
る
た
め
、
と
く
に
次
の
よ
、
フ
な
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や
用
水
堀
な

ど
か
、
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
警
察
に
連
絡
す
る
か
、

所
有
者
や
管
理
者
に
伝
え
て
、
サ
ク
や

ブ
タ
な
ど
を
し
て
も
ら
う
。

▽
と
く
に
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
は
、
川

や
用
水
期
の
水
位
が
上
が
っ
て
お
り
、

危
険
な
た
め
、
子
供
を
近
づ
け
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
る
。

▽
水
辺
に
い
る
と
き
は
、
子
供
か
ら
目

を
は
な
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

▽
子
供
だ
け
で
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で

い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
は
、
ひ
と
声

か
け
て
注
意
し
、
も
っ
と
安
全
な
場
所

で
遊
ぶ
よ
う
に
し
む
け
る
．

７
月
妬
日
～
８
月
別
日

夏
の
行
楽
期
や
夏
休
み
期
間
は
開
放
の
交
通
事
故
防
止
②
過
労
運
転
、
飲
酒

感
、
過
労
に
よ
る
交
通
事
故
の
多
発
シ
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
の
無
謀
運

ｌ
ズ
ン
・
四
十
六
年
を
ピ
ー
ク
に
以
後
転
の
防
止
③
暴
走
族
の
追
放
④
死
亡
事

は
連
続
し
て
減
少
し
て
き
た
交
通
死
亡
故
多
発
四
つ
の
事
故
タ
イ
プ
の
対
策
強

事
故
が
こ
と
し
は
全
国
的
に
上
昇
気
味
、
化
Ｉ
の
四
本
柱
を
中
心
に
進
め
ま

さ
ら
に
暴
走
族
が
活
発
化
、
悪
化
し
て
す
。

い
る
Ｉ
な
ど
か
ら
、
こ
の
夏
は
と
と
く
に
、
子
供
や
お
年
寄
り
の
保
護

く
に
、
「
夏
の
全
国
交
通
安
全
連
動
」
を
徹
底
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

が
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
は
ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全
運
転
を
し
て

行
わ
れ
る
の
を
ふ
ま
え
、
各
事
業
所
や
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
供
に
対
す
る
交

民
間
団
体
を
通
し
て
連
動
の
徹
底
を
図
通
安
全
の
指
導
・
し
つ
け
を
し
保
護
監

っ
て
い
き
ま
す
。
祝
も
し
っ
か
り
と
。
：
…
。
暴
走
行
為
の

運
動
の
重
点
は
①
夏
休
み
中
の
子
供
車
両
を
み
（
）
一
一
○
番
へ
…
…
。

子
ど
も
の
事
故
防
止
を
中
心
に

「
夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実
施

１
１
１

１
１

Ｌ

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

一

三

三

三

二

三

三

三

三

三

三

一

一

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

一

三

三

二

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

Ｆ

毎
年
、
参
加
お
子
さ
ん
は
、
小
学
生
以
上
で
す
。
Ⅱ

恥
‐
て
し
た
方
々
に
好

集
ス
定
員
‐
回
先
着
一
十
名
ま
で

室

川

教
（
評
を
ぃ
た
だ
ぃ
申
し
込
み
方
法

募
口

政
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
希
望
す
る
川

市
を
竹
野
悴
唾
紺
妾
月
日
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
．
年
Ⅲ

る
マ
子
、
（
市
内
の
施
設
齢
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
、
Ⅲ

み
ま

て
シ
」
刃
史
跡
見
学
会
）
電
話
で
高
萩
市
本
町
一
’
’
○
○
市
Ⅲ

目
を
今
年
も
行
い

親
．
役
所
市
民
活
動
課
広
報
広
聴
係
（
篇

Ⅲ
い

ま
す
。

話
ｅ
二
二
一
内
線
二
一
九
ま
た
は
川

市
内
に
数
多
く
あ
る
史
跡
や
、
施
二
三
○
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
Ⅲ

川
設
を
見
学
し
て
、
市
政
の
姿
を
正
し
い
・

ⅢⅡ

Ⅱ
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
雨
の
場
合
で
も
行
い
ま
Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

期
日
す
。
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
Ⅲ

七
月
二
十
八
日
（
月
）
・
八
月
二
い
。
時
間
は
午
前
９
時
に
市
役
所
玄
川

Ⅲ
十
二
日
（
金
）
の
二
回
実
施
関
前
を
出
発
し
、
帰
り
は
午
後
３
時
Ｉ

財
、

対
象
者
は
、
い
ず
れ
も
親
と
子
で
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

Ⅲ

出

三

一

三

三

三

三

一

三

三

三

三

二

三

三

三

三

三

一

一

三

三

三

三

三

三

一

三

一

三

三

三

三

三

一

一

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

一

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

研

一

’
県民交通災害共済に

加入しましょう

らでも加入できます。手続きは、早めにと△、口J
丁H人

ぞ。

○2期分の受け付けは、 9月29日ま-て

大 人 450円

中学生以下230円

○受け付けは、市民相談室の窓口で-す

i
I

(4)



夏休みを

蕊蕊識蕊蕊灘蕊鍵瀧蕊

「
ち
ょ
っ
と
自
転
車
”
て
買
い
物
に
…
・
・
・
：
．
」

と
手
軽
に
乗
れ
る
自
転
車
や
バ
イ
ク
〈
原
付

き
自
転
車
）

と
こ
ろ
”
て
あ
な
た
は
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
運

転
中
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

当
市
で
も
六
月
に
入
り
小
学
生
の
関
係
す
る
交

通
事
故
が
異
常
に
増
加
す
る
と
と
も
に
「
自
転
車

乗
車
中
｜
の
事
故
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

自
転
車
や
バ
イ
ク
の
「
安
全
な
乗
り
方
‐
｜
を
、

あ
ら
た
め
て
チ
エ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
わ
が
国
の
自

転
車
保
有
台
数
は
約
五

千
万
台
、
バ
イ
ク
は
約

七
百
七
十
万
台
と
、
こ

こ
数
年
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
い
、
依
然
と

し
て
高
い
比
率
を
占
め

て
い
る
の
が
死
亡
事
故

Ⅷ
て
す
。
、

事
故
原
因
を
見
て
み

ま
す
と
、
手
軽
に
乗
れ

る
た
め
か
、
運
転
技
術

の
未
熟
や
基
本
的
な
交

通
ル
ー
ル
の
無
視
な
ど

ー

霧：…
▽
体
に
合
っ
た
△

▽
自
転
車
に
乗
△

▽
ろ
う
△

自
転
車
が
自
分
の
体
に
合
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
見
定
め
る
目
安
と
し
て
は

①
サ
ド
ル
に
ま
た
が
っ
た
と
き
に
、

両
足
先
が
地
面
に
つ
き
、
②
し
か
も
ハ

ン
ド
ル
を
握
る
と
、
上
体
が
軽
く
前
に

傾
く
こ
と
、
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

と
く
に
注
意
し
た
い
の
は
、
子
供
さ

ん
に
自
転
車
を
買
い
与
え
る
と
き
で
す
。

す
ぐ
に
体
が
大
き
く
な
る
か
ら
と
、
大

き
め
の
自
転
車
を
選
ぶ
の
は
事
故
を
招

く
も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
や
め
ま
し

，
ｒ
一
、
可
ノ
。▽

日
ご
ろ
の
△

▽
△

▽
点
検
整
備
を
△

ブ
レ
ー
キ
が
正
常
に
働
く
か
、
反
射

器
が
汚
れ
て
い
な
い
か
、
ゞ
ヘ
ル
は
鳴
る

か
、
ラ
イ
ト
は
つ
く
か
な
ど
、
整
備
点

検
は
自
転
車
安
全
整
備
士
の
い
る
整
備

登
録
店
で
、
日
ご
ろ
の
点
検
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
整
備
す
み
の

自
転
車
に
は
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
が
自
転
車
に

貼
付
さ
れ
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
な
し
の

体に合った自転車
を選んでますか？

車
輌
は
無
雑
一
》
不
良
車
）
で
す
の
で

早
め
に
点
検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
ブ
レ
ー
キ
と
ラ
イ
ト
の
故
障

は
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
の
で

入
念
に
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

▽
｜
時
停
止
で
△

▽
△

▽
安
全
を
確
認
△

自
転
車
は
小
回
り
が
き
く
せ
い
か
、

曲
が
り
角
な
ど
で
も
一
時
停
止
を
怠
り

が
ち
で
す
が
、
狭
い
路
地
な
ど
か
ら
の

急
な
飛
び
出
し
が
一
番
危
険
で
す
。

標
識
の
あ
る
場
所
は
も
と
よ
り
、
広

い
道
路
に
出
る
と
き
や
、
踏
切
な
ど
危

な
い
と
思
わ
れ
る
場
所
で
は
必
ず
一
時

停
止
を
し
ま
し
ょ
う
。

バ
イ
ク
も
自
転
車
同
様
、
交
差
点
で

は
一
時
停
止
を
し
て
安
全
を
確
認
し
ま

卜謹盗溌肖澱錘霊
“
ル
ロ
ロ
室
＃
ず
壱
回
宅
１
昌
苫
正
玉
§
躯
ｒ
１
．
宅
ｊ
ｒ
写
可
司
ｌ
Ｔ
Ｉ
も
４
写
墨
．
５
可
日
工
ｒ
’
三
ｎ
ｌ
Ｆ
Ｅ
ｒ
１
Ｊ
Ｉ
で
１
Ｊ
一
困
口
里
写
Ｊ
ｒ
且
１
弓
且
■
｛
可
別
母
７
１
』
ｆ
Ｊ
ｒ
Ｉ
毛
ｒ
Ｊ
ロ
ェ
－
，
５
宝
矛
正
弔
Ⅱ
丘
匡
画
『
Ｅ
Ｂ
Ｆ
厘
言
ｚ
■
・
合
ｆ
巧
Ｉ
Ｆ
２
Ｅ
豆
『
Ｊ
Ｆ
ｉ
１
Ｊ
Ｋ

大
型
車
の
死
角
か
ら
逃
げ
よ
う

侭
自
転
車
や
”
ハ
イ
ク
は
車
体
が
小
運
転
者
は
大
型
車
の
動
き
に
注
意
蹄

》
さ
い
の
”
て
大
型
車
の
左
後
方
の
〃
死
し
、
と
く
に
交
差
点
の
手
前
な
ど
《

》
角
〃
に
入
り
が
ち
”
て
、
後
輪
に
よ
‐
て
は
、
大
型
車
を
や
り
す
ご
し
て
》

一
る
巻
き
込
み
事
故
に
あ
う
危
険
が
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

一
あ
り
ま
す
。
自
転
車
や
㈹
ハ
イ
ク
の

震
ｉ
ｆ
●
．
ｊ
鰹
Ｌ
‐
１
１
１
Ｊ
１
．
雲
‐
‐
ｒ
鼎
電
ｊ
ｒ
，
、
‐
謬
匿
璽
包
‐
Ｊ
唾
璽
１
翻
雪
Ｉ
１
Ｊ
Ｉ
１
ｌ
，
●
ｉ
馴
息
Ｉ
壽
瞳
，
こ
‘
，
●
厘
息
ｊ
覇
画
雪
ｉ
●
雪
二
塾
．
，
罵
臺
雲
Ｉ
胃
ｉ
副
圏
匡
‐
Ｊ
雪
迩
１
才
ｑ
藝
司
ｊ
矛
：
言
１
ｉ
ｉ
ｚ
童
・
遷
霜
鶚
●
農
、
勤
電
ｊ
置
瞳
塾
Ｊ
震
●
，
画
Ｉ
．

…
交
差
点
で
は

｜
時
停
止
を

し
よ
う
。
五
十
四
年
中
の
バ
イ
ク
の
死

亡
事
故
の
う
ち
、
約
四
割
が
交
差
点
で

起
き
て
い
ま
す
。

一
法
定
速
度
の

一「時速卯キロ」を厳守道路の左側、つまり路肩には意

外
な
〃
邪
魔
物
〃
が
あ
り
ま
す
。
砂
利

や
水
た
ま
り
、
く
ぼ
み
な
ど
が
そ
れ
で

速
度
を
出
し
す
ぎ
て
い
る
と
ス
リ
ッ
プ

の
原
因
に
な
る
な
ど
、
ハ
ン
ド
ル
操
作

を
誤
る
も
と
に
な
り
ま
す
。
。
ハ
イ
ク
を

運
転
す
る
と
き
は
、
法
定
速
度
の
釦
キ

ロ
を
守
り
、
安
全
走
行
に
心
が
け
ま
し

ょ
、
７
。

「
Ｉ
ｌ
１
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
０
Ⅱ
１
１
－
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

一
正
し
く
か
ぶ
ろ
う

、
ハ
イ
ク
に
よ
る
死
亡
事
故
の
七
二
％

は
、
頭
部
損
傷
が
原
因
で
す
。
頭
部
事

故
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
や
Ｓ
（
安
全
）
マ
ー

ク
の
つ
い
た
も
の
を
か
ぶ
り
、
あ
ご
ひ

も
を
き
ち
ん
と
結
び
ま
し
ょ
、
７
。

(5)
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の三を会在バレーボールで選 と時＆
経十しのは 体力づくり手助一,､分

在は

一"画～雪

ね
虫
と
一
言
。

、
‐

「
好
き
き
ら
い
が
な
い
か
ら
、
食

事
は
な
ん
で
も
食
べ
ま
す
よ
。
体
は

健
康
で
す
ね
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し

て
ま
す
か
ら
…
…
。
最
近
は
、
め
ぐ

ま
れ
て
い
ま
す
ね
。
体
育
施
設
が
充

実
し
て
き
ま
し
た
か
ら
・
・
…
。
。
学
生

時
分
に
は
、
屋
外
コ
ー
ト
で
し
た
よ
ど

と
、
助
川
日
出
子
さ
ん
。

助
川
さ
ん
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

選
手
と
し
て
国
体
に
二
度
出
場
。
現

、
高
萩
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
愛
好

会
の
中
心
と
な
っ
て
チ
ー
ム
づ
く
り

を
し
て
い
る
。
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
は

三
十
八
歳
の
と
き
か
ら
で
、
ゞ
ハ
レ
ー

の
経
験
は
二
十
年
に
な
る
。
さ
る
五

十
一
年
に
は
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ｌ
ル
全
国
大
会
に
出
場
。
マ
マ
さ
ん

傘
ハ
レ
ー
の
模
範
と
し
て
チ
ー
ム
が
敢

闘
賞
を
受
け
た
。

「
学
生
時
代
に
経
験
が
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
よ
。
無
理
し
な

い
よ
う
に
練
習
し
て
ま
す
か
ら
Ｉ
。

一
番
大
切
な
の
は
家
庭
の
協
力
で
す 〆助川日出子さん 。ル

（東本町） 現の

蝋…擢解”〆熨………
… 霊一……鰄繊"~“… …

＝題達電翻一 蘂豊議

公民館で学ぶ

鍵鱸慧蕊
〆
）

擢蕊蕊瀞ｌ
ノ

[燕

「
今
日
は
、
ニ
ュ
ー
サ
イ
ラ
、
カ
ス

ミ
草
、
カ
ン
バ
ニ
ヤ
、
ゞ
ハ
ラ
な
ど
の
盛

花
を
生
け
て
い
ま
す
ざ
と
、
長
谷
川
勝

代
さ
ん
。

長
谷
川
さ
ん
は
、
第
三
華
道
ク
ラ
ブ

の
代
表
者
で
あ
る
。

こ
の
華
道
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
発
足
し

て
今
年
が
二
年
目
で
、
当
時
は
二
十
七

名
。
現
在
は
、
途
中
か
ら
加
入
し
た
会

員
も
含
め
て
二
十
九
名
。
平
均
年
齢
は

三
十
歳
と
若
く
ほ
と
ん
ど
が
主
婦
。

「
季
節
花
が
主
体
で
す
ね
。
教
材
は

先
生
が
準
備
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
指

口
盛
花
を
主
体
に

第
三
華
道
ク
ラ
ブ

；

鑑

議識鷺

▲一一

示

ど

う

り

に

生

け

ま

す

。

黒

板

に

書

い

『

：
‐
！
、
‐
‐

！
‐
！
！
‐
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
、
ゞ

の
Ｌ
》

て
説
明
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
…
…
か
ぎ
一
索
評
誕
や
師
い
劃
一

ら
れ
た
時
間
内
に
終
わ
る
方
も
い
ま
す
酉
一
睡
壁
田
講
嶢
壱
一
》
一

一
り
な
平
師

と
遠
藤
ル
リ
子
さ
ん
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
一
と
第
三
一
わ
身
長
、

』
、
い
局
律
律
で
画
司
一

水
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
。
室
霞
詐
局
唾
唾
或
如
即
司
一

指
導
者
は
、
植
田
富
美
子
さ
ん
。

教
法
お
務
係
係
で
ま
ら
ぉ
一

生
け
花
用
の
器
な
ど
は
、
公
民
館
の
》
》
唾
峠
峠
》
犀
垂
語
認
吋
一

も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

「
一
種
う
け
、
と
い
っ
て
こ
れ
は
一
唖
蔀
『
炉
『
》
マ
繩
周
認
許
孝
一

種
類
の
花
で
生
け
る
ん
で
す
よ
。
三
種
ら
き
テ
師
テ
テ
補
後
外
・
た

恥
誹
》
玉
砕
評
諦
伊
部
壁
》
回
吋
拓
刮
痙
》
》
詞
一
軍
細
認
萄
碓
一
》
》
吟
口

と
、
大
和
田
ア
ヤ
子
さ
ん
。
こ
の
ク
ラ
》
れ
す
き
律
き
方
き
戸
間
室
え
程
わ
一

》
だ
説
と
法
と
地
と
水
時
教
う
曰
く
一

ブ
は
研
究
会
で
今
年
の
二
月
、
笠
間
焼
一
解
○
○
○
☆
☆
☆
一

見
学
と
水
戸
観
梅
に
行
っ
て
い
る
。

一
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
：
。
：
道
目
一
〈

お
茶
で
や
す
ら
ぎ

一
は
、
個
人
で
持
ち
よ
る
こ
と
も
あ
る
ん

恥

第
一
茶
道
ク
ラ
ブ
》
で
す
き
と
、
志
賀
さ
ん
。

今

拶
大
山
静
子
さ
ん
の
指
導
で
、
実
習
は

「
お
茶
は
、
精
神
修
養
や
思
い
や
り
毎
月
第
二
と
第
四
木
曜
日
の
午
前
九
時

が
先
に
立
つ
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
、
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
。
今
年
の

や
す
ら
ぎ
が
あ
り
ま
す
Ｊ
と
、
志
賀
と
五
月
二
十
六
日
に
は
、
益
子
焼
を
見

み
子
さ
ん
。
学
。

志
賀
さ
ん
は
、
第
一
茶
道
ク
ラ
ブ
の
「
一
番
上
の
人
を
正
客
、
次
の
人
を

代
表
者
で
あ
る
。
次
客
と
い
い
、
あ
と
は
三
客
と
い
う
ん

こ
の
茶
道
ク
ラ
ブ
は
、
四
十
八
年
か
で
す
よ
。
茶
碗
は
客
は
正
前
を
向
け
、

ら
の
講
座
生
が
中
心
で
、
五
十
年
に
ク
受
け
る
客
は
、
正
前
を
向
け
な
い
で
飲

ラ
ブ
が
誕
生
し
て
い
る
。
当
時
は
二
十
む
ん
で
す
。
お
茶
を
た
て
る
人
を
亭
主

名
だ
っ
た
が
、
現
在
は
十
七
名
。
全
員
と
い
う
ん
で
す
凶
と
、
佐
藤
宇
良
子
さ

が
主
婦
で
、
平
均
年
齢
は
四
十
歳
。
ん
。

「
み
な
さ
ん
ほ
と
ん
ど
の
方
が
茶
道
「
茶
道
用
の
抹
茶
は
、
京
都
な
の
で

セ
ン

用
の
道
具
は
持
っ
て
い
ま
す
よ
。
茶
笙
、
｜
度
見
学
し
た
い
わ
ぴ
と
、
矢
田
部
卜

‐
‐
ナ
ツ
メ
シ
布
ク

釜
、
水
指
、
｝
、
棗
、
茶
均
、
建
水
、
ン
さ
ん
。

(6)
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｜
I

６
号
国
道
で

空
カ
ン
回
収

さ
る
６
月
８
日
早
朝
に
６
号
国
道

沿
の
空
カ
ン
回
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業
に
は
、
各
種
団
体
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
し
て
空
カ
ン
を
回
収

し
ま
し
た
。
回
収
さ
れ
た
空
カ
ン
は
、

２
ト
ン
車
二
台
分
で
し
た
。

町ｲ睦会隠＝ より 。Ｊ

’

’

露

鷺
鞘期

鴬

Q》

妙

。）

#f』

蝿

６
月
Ⅳ
日
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る

市
内
の
施
設
や
、
史
跡
を
見
学
し
ま
し

た
。
新
し
い
文
化
会
館
や
ゴ
ミ
、
し
尿

処
理
作
業
な
ど
を
見
学
し
、
「
市
民
が

も
っ
と
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
凶
と
、

感
想
を
一
言
。

影絵,/まゆずみ｡しずお

りいこどもの心にいつまでも残るわか$ﾉやすくたのしく美しい影総溌

へ

／
“

受

市
政
モ
ニ
タ
ー
）

施
設
・
史
跡
を
見
学

叩
１
‐
乢
！とき：7月19日（土＞開演午後5時30

分からフ時15分まで

ところ：高萩市文化会館

入場料：親子 1 ,600円 （大人1人、

子供1入）

大人 1 ,000円（中学生以上）

子供800円(S歳～小6まで）
○指定席はなく全自由席。

綱；
！

裟曇
≠ 蝿鍾

５
月
皿
日
、
高
萩
霊
園
墓
地
の
南
側

で
、
「
手
綱
の
浜
」
の
万
葉
の
碑
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
碑
は
、
市

文
化
協
会
が
建
立
。
万
葉
集
に
県
北
を

詠
ん
だ
歌
は
三
首
あ
り
、
そ
の
唯
一
の

歌
と
し
て
、
郷
土
文
化
史
上
重
要
な
意

義
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

識
蟻

万
葉
の
碑
を
建
立

市
文
化
協
会
が

録
掲
載
し
た
話
数
も
四
一
九
話
と
い
う

協
会
が

膨
大
な
数
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

善
意
あ
り
が
と
う

霊
園
墓
地
の
南
側
は
、
市
民
の
昔
話
・
伝
説
の
伝
承
の
広
さ

の
万
葉
の
碑
除
幕
と
深
さ
を
示
す
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
○
新
日
本
鍛
工
労
働
組
合

。
こ
の
碑
は
、
市
こ
の
本
の
発
刊
を
機
会
に
、
新
た
な
社
会
福
祉
の
た
め
に

万
葉
集
に
県
北
を
昔
話
の
保
持
者
の
方
が
見
出
さ
れ
る
こ
七
、
八
二
○
円

り
、
そ
の
唯
一
の
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
○
棚
谷
喜
市
さ
ん
ｌ
大
和
町

化
史
上
重
要
な
意
市
報
に
二
年
間
掲
載
し
て
き
ま
し
た
公
共
施
設
へ

す
。
「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
」
は
終
わ
ら
せ
サ
ツ
キ
（
十
三
年
生
）
一
千
本

か
歌
見
講
く
Ｊ

蛭
店
呼
或
大
目
娘

の
加
ら
砥
科

時

６
◇
コ
ニ
か
ま
印
御
て
参
か
境
児

る
棚
藤

後
工
屋
店
い

一
室
乱
錘
弱
零
Ｊ

午
円
円
円
チ
仲
刀
て
ら
２
．

演
叩
叩
叩
、
、
協
し
祭
壼
毒
Ｊ
分
館
敷
辻

習
罪
罎
羅
館
曇
韮
逹

か
４

蹄
で
骨
諦
》
、
◇
『
罐
畢
審
蓉
》
耐
》
峠
犀
吋
斗
骨
他
士
需
或
輻
祇
嘔
霊
原

講
育
さ
う
く
三
塁
二
明

月
会
席
席
、
一
口
魂
叺
恥
蛎
福
徳

和
奉
読
》
雪
》
』
婦
咋
嗣
舞
中
霊
扣
古
甲
塵
さ
康
唖
壽
泪
高
、
福
大

日
ま
文

：
：
：
◇
券
唱
、
館
化
歌
宝
：
：
：
口
子
健
睾
錆
咋
言
丑
題
師

き
ろ
料
国
き
る
自
得
お

轤
壺
奉
踞
文
間
こ
お
会
さ
こ

こ
場

と
と
入
少
ナ
央
人
と
と
寅
演
だ
と
と
演
講

三
年
間
に
わ
た
り
進
め
て
ま
い
り
ま
四
五

し
た
「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
」
を
十
月
版
画

初
旬
に
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
う
入

編
集
事
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
農
発
売

家
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
民
の
み
定
価

な
さ
ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
申
し

こ
の
本
の
完
成
ま
で
に
は
延
三
百
余
内
・

名
の
お
年
寄
の
方
々
に
お
会
い
し
、
お
会
事

話
を
う
か
が
い
、
高
萩
の
市
民
が
本
当

に
力
強
く
生
き
ぬ
い
て
こ
ら
れ
た
こ
と
〔
典
雷

に
感
銘
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
収
ｒ
ｌ
ｌ

修一幸

晴
iの

↓お
!

塩

~兼一難斗

司x
ロ ー
‐ 禾

冥↓
秋」

の
寺一

皀｜

話．

：と

罰
与 ↓

て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
」

Ａ
五
判
（
市
史
の
大
き
さ
）

四
五
○
頁

版
画
・
写
真
・
伝
説
地
図
な
ど
を
そ

う
入

発
売
部
数
二
七
○
○
部

定
価
三
○
○
○
円

申
し
込
み
先
高
萩
市
教
育
委
員
会

内
・
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
編
集
委
員

会
事
務
局
電
三
’
’
’
三
一

泡
(7)
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○
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
き
っ
て
か
ら
河
川
そ
の
他
、
他
人
の
土
地
な
ど
ヘ
ゴ

毎
年
夏
に
な
る
と
、
水
分
の
多
い
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
不
法
投
棄
に
な
り
ま

ミ
が
増
え
悪
臭
が
ひ
ど
く
な
り
、
そ
の
す
。

た
め
焼
却
処
理
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
は
「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ

家
庭
の
主
婦
の
み
な
さ
ん
、
お
手
数
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
三

で
も
台
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
か
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
、
二
○
万

く
き
っ
て
か
ら
、
収
集
日
の
朝
八
時
ま
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

で
に
出
さ
れ
る
よ
う
協
力
し
て
く
だ
さ
土
地
の
管
理
者
は
法
律
に
よ
り
、
そ

い
。
と
く
に
、
ス
イ
カ
、
ト
マ
ト
な
ど
の
土
地
の
清
潔
保
持
の
義
務
が
定
め
ら

多
く
の
水
分
を
含
む
食
べ
も
の
は
、
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
庭
木
や
農
園
の
肥
料
に
し
○
ゴ
ミ
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な

て
、
土
に
か
え
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
い
ゴ
ミ
の
分
別
を
き
ち
ん
と

Ｏ
建
築
廃
材
は
、
〕
一
ま
め
に
き
め
ら
れ
た
日
の
朝
八
時
ま
で
に
、

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入
す
指
定
さ
れ
た
ゴ
ミ
集
積
所
に
き
め
ら
れ

る
建
築
廃
材
の
中
で
、
材
木
を
持
ち
込
た
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ゴ

む
場
合
は
必
ず
長
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
く
ミ
の
ル
ー
ル
に
違
反
し
て
、
自
分
の
都

ら
い
に
切
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
合
だ
け
で
ゴ
ミ
を
出
す
と
不
法
投
棄
と

Ｏ
ゴ
ミ
の
集
積
所
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
ゴ
ミ
の
区
分
は

ひ
と
り
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
て
、
ル
燃
え
る
ゴ
ミ
紙
・
衣
類
・
わ
ら
・
枯

ｌ
ル
を
守
っ
て
ゴ
ミ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
草
・
綿
・
野
菜
ぐ
ず
・
残
飯
・
小
木
片

◎
不
法
投
棄
の
絶
滅
に
ご
協
力
を
靴
・
皮
類
・

○
地
域
ぐ
る
み
で
、
悪
質
な
ゴ
ミ
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
ガ
ラ
ス
・
ピ
ン
・
セ

不
法
投
棄
の
監
視
と
防
止
を
ト
モ
ノ
・
鉄
片
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
マ

事
務
組
合
で
は
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ッ
ト
レ
ス
・
ビ
ニ
ー
ル
・
発
泡
ス
チ
ロ

ー
（
ゴ
ミ
焼
却
場
）
附
近
に
つ
い
て
は
、
ｌ
ル
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
家
庭
用
電
気
器

監
視
員
の
巡
回
な
ど
不
法
投
棄
防
止
に
具
・
そ
の
他
の
も
の
で
長
さ
八
○
セ
ン

努
め
て
い
ま
す
が
、
全
市
町
に
は
目
が
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

届
き
ま
せ
ん
の
で
市
民
の
み
な
さ
ん
総
ぐ
ら
い
ま
で
。

ぐ
る
み
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
○
ゴ
ミ
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域

す
。
＊
ゴ
ミ
集
積
所
以
外
に
ゴ
ミ
を
出
に
あ
る
集
積
所
に
出
し
て

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
空
地
・
道
路
最
近
、
そ
の
集
積
所
司
》
地
域
に

ゴ
ミ
の
出
し
方

ま
ち
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か

住
ん
で
い
な
い
方
が
、
ゴ
ミ
を
出
し
て

困
る
と
い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
内
容

は
、
そ
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
が
ル
ー
ル
を

無
視
し
た
出
し
方
で
あ
る
た
め
、
燃
え

る
ゴ
ミ
の
中
に
燃
え
な
い
ゴ
ミ
が
混
入

さ
れ
て
い
て
積
み
残
し
に
さ
れ
た
り
、

ま
た
と
き
に
は
、
き
れ
い
に
収
集
運
搬

し
た
後
や
収
集
日
で
な
い
日
に
出
し
て

行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
し
よ
、
７
か
。
自

分
だ
け
よ
け
れ
ば
：
．
。
と
い
う
不
道
徳

な
行
い
で
は
な
い
で
し
よ
、
７
か
。
そ
の

ゴ
ミ
の
種
類
や
出
し
方
に
よ
っ
て
は
不

法
投
棄
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
を
見
か
け
た
ら
、
お

互
い
に
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
、
７
。
ま
た

注
意
し
て
も
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
と

き
は
、
事
務
組
合
ま
で
、
と
こ
ろ
と
名

前
な
ど
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

は
、
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
花
貫

衛
生
セ
ン
タ
ー
（
電
話
、
’
四
三
一
八
）

で
す
。

◇
Ｉ
◇
ｉ
◇
Ｉ

○
お
盆
に
お
け
る
汲
み
取
り
は
お
早

め
に毎

年
の
こ
と
な
が
ら
、
お
盆
が
近
づ

く
と
汲
み
取
り
の
申
し
込
み
が
多
く
な

り
ま
す
の
で
、
込
み
合
わ
な
い
う
ち
に
次

の
許
可
業
者
ま
で
早
目
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

お
盆
中
の
ゴ
ミ
収
集
は
休
み
ま
せ
ん
。

高
萩
清
掃
社
（
◎
’
二
六
五
三
）

飯
島
清
掃
社
（
○
二
二
六
三
）

十
王
清
掃
社
（
○
二
九
三
三
二
’
三

二
○
六
）

鋤漉熱難鰯翻

大
都
さ
ん
は
、
幼
な
自
然
か
ら
学
び
、
郷
土
を
愛
し
、
惜

い
こ
ろ
か
ら
、
自
然
観
察
、
特
に
、
植
し
ん
で
や
ま
な
い
一
学
者
の
一
途
さ
が
、

物
研
究
に
ひ
た
む
き
な
情
熱
を
か
た
む
こ
の
植
物
誌
か
ら
、
力
強
く
読
者
に
迫

け
て
き
ま
し
た
。
っ
て
く
る
の
で
す
。

小
学
校
長
を
最
後
に
教
職
を
は
な
れ
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

て
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
、
植
物
の
採
集

と
調
査
に
没
頭
し
て
、
い
ま
や
、
堂
々

た
る
植
物
研
究
家
と
し
て
有
名
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
に
出
た
こ
と
も
あ
り

毎
月
の
本
欄
の
写
真
は
、
殆
ん
ど
、
大

都
さ
ん
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
す
。

四
年
前
、
県
の
「
植
樹
祭
」
の
時
、

市
で
は
「
高
萩
の
植
物
」
と
い
う
本
を

出
版
し
ま
し
た
。
大
学
教
授
を
含
め
た

編
集
委
員
会
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、

本
市
に
大
都
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
な
ら
、

実
現
し
な
か
っ
た
難
事
業
で
あ
り
、
ま

た
、
一
大
快
挙
で
し
た
・

こ
の
度
、
大
都
さ
ん
個
人
で
発
刊
さ

れ
た
本
は
、
前
の
経
験
を
生
か
し
て
、
ハ
マ
ギ
ク
の
咲
き
ほ
こ
る
高
萩
海
岸

⑳

自
然
の
保
護
と

高
萩
の
植
物

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
〃
や
さ
し
く
、
わ
か
ら
せ
る
〃
編
集
方

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
針
が
、
徹
底
し
て
い
て
す
ば
ら
し
い
内

「
自
然
の
保
護
と
高
萩
容
で
す
。
の
植
物
」
と
い
う
本
が
「
自
然
か
ら
学
ぼ
う
」
の
精
神
で
一
貫

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
し
て
い
て
、
そ
の
情
熱
と
執
念
は
読
む

著
者
は
、
わ
れ
わ
れ
人
の
心
を
と
ら
え
ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
。

の
仲
間
で
あ
り
、
指
導
水
戸
・
高
萩
市
内
で
売
り
出
さ
れ
て

者
で
も
あ
る
大
都
直
光
い
る
が
、
人
気
を
呼
ん
で
売
れ
行
き
は

さ
ん
（
安
良
川
在
住
）
好
調
、
限
定
版
（
千
部
）
な
の
で
、
す

で
す
。
ぐ
、
入
手
難
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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大
塚
信
濃
守
政
成
の
あ
と
を
継
い
だ

の
は
、
嫡
子
の
重
成
と
思
わ
れ
る
。
永

禄
九
年
（
一
五
六
六
）
九
月
五
日
の
荒

川
八
幡
宮
修
造
の
棟
札
に
、
「
大
塚
殿

藤
原
朝
臣
重
成
」
と
あ
る
の
が
証
拠
と

な
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
後
の
永
禄
十

一
年
四
月
十
一
日
、
鹿
島
神
宮
に
「
す

「
日
ご
ろ
」
と
か
「
い
つ
も
」
と
い
回
の
お
話
で
す
．

う
意
味
で
、
わ
た
し
た
ち
は
「
ふ
だ
ん
」
大
正
九
年
に
始
ま
っ
た
国
勢
調
査
で

と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い
ま
す
。
す
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
臨
時
調
査
ま

「
ふ
だ
ん
よ
く
行
く
店
」
と
か
、
「
ふ
で
は
、
そ
の
人
が
「
十
月
一
日
午
前
零

だ
ん
思
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
と
い
う
時
」
に
い
た
そ
の
場
所
を
現
在
地
と
し

ふ
う
に
。
て
調
べ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
十
月
一
日
に
行
わ
れ
る
国
こ
れ
だ
と
、
た
ま
た
ま
旅
行
し
て
い

勢
調
査
は
、
た
り
、
出
張
し
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、

「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
」

旅
行
先
や
出
張
先
の
市
な
ら
市
、
町
な

で
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ら
町
の
人
口
と
し
て
数
え
ら
れ
て
し
ま

こ
の
場
合
の
「
ふ
だ
ん
」
と
は
ど
の
く
い
ま
す
。

ら
い
の
期
間
を
い
う
の
か
、
こ
れ
が
今
し
か
し
、
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
地

史
帳
ゞ
薄
舞
懲
詳
鮮

去
成
Ｌ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
親
成
は
天
正

、、霞
鋼
、
く
過
却
田
十
一
年
（
一
五
八
三
）
十
二
月
十
三
日

一
躍
枠
》
の
荒
川
八
幡
宮
棟
札
に
、
「
大
塚
掃
部

誇
叫
志

１百１
，
か
、
妙
ｒ
、
助
親
成
」
と
み
え
る
人
物
で
あ
る
．
い

１，
句
勺
浜
つ
た
い
「
重
成
」
と
「
親
成
」
は
同
一

等
〃
卜
㈱
赤

人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
別

馬蟻鍵蕊
溌蕊“"…城…圭蕊蜂

駕
隷
蕊
蕊
輔
瀞
轤
淘
篭
蕊
識
溌
測
繊
灘
那
耀
聯
郡
熱
群
漁
熊
鍔
蕊
懇
確
癖
驚
翻
灘
識
轆
締
撫
囎
溌
辮
蕊
鞭

「
問
題
の
人
物
」
大
塚
親
成
の
署
名

な
し
⑤

え
る

丁鴬議＃

方
議
会
の
議
員
定
数
の
決
定
や
地
方
交

付
税
の
算
定
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
地

方
自
治
体
が
行
政
を
進
め
て
い
く
た
め

の
資
料
に
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
た
ま
た
ま
旅
行
中

だ
っ
た
人
を
そ
の
旅
行
先
で
あ
る
Ａ
市

の
人
口
に
数
え
る
よ
り
は
、
そ
の
人
が

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
Ｂ
市
の
人
口
と
し

て
数
え
る
ほ
う
が
妥
当
な
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
五

年
の
調
査
の
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
の
「
現

在
地
方
式
」
を
改
め
て
、
そ
の
人
が
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
調
査
す
る

「
常
住
地
方
式
」
に
切
り
替
え
ら
れ
ま

し
た
。

さ
て
「
ふ
だ
ん
」
と
は
、
ど
の

く
ら
い
の
期
間
を
い
、
７
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
国
勢
調
査
の
場
合
は
、

’

’

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

’

’

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

二

一

一

一

二

二

一

一

二

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

’

’

’

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

雇

人
な
の
で
あ
る
』
７
か
。

「
常
陸
誌
料
」
「
龍
子
山
記
」
「
常
州

北
遺
文
」
な
ど
は
、
「
重
成
」
は
永
禄
州

二
年
二
月
十
八
日
に
没
し
、
法
名
を
春
州

雄
と
し
た
、
と
い
う
古
老
の
伝
え
を
信
州

じ
、
政
成
の
嫡
子
重
成
が
若
死
し
た
の
州

で
、
一
族
の
掃
部
助
隆
成
を
後
継
と
し
Ⅲ

た
。
隆
成
に
は
親
成
・
源
六
・
空
岸
の
川

三
子
が
あ
り
、
永
禄
五
年
二
五
六
二
）
州

隆
成
は
菅
俣
に
隠
居
し
、
親
成
が
あ
と
州

を
継
い
だ
、
と
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
永
禄
九
州

年
の
荒
川
八
幡
宮
の
棟
札
に
は
、
大
塚
‐

政
成
の
名
が
み
え
る
の
で
、
政
成
は
永
州

禄
二
年
に
没
し
た
と
い
わ
れ
る
「
春
雄
」
州

と
は
、
明
ら
か
に
別
人
物
で
あ
る
。
‐

《
、

〈
十
月
涛
在
す
で
に
三
か
月
以

上
住
ん
で
い
る
か
、
十
月
一
日
前
後
を

通
じ
て
三
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む

こ
と
に
な
っ
て
い
る
所
〉

を
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
」
と

決
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
職
選
挙
法
で
選
挙
権
が

得
ら
れ
る
資
格
要
件
の
一
つ
「
三
か
月

以
上
」
に
合
わ
せ
た
も
の
で
す

と
は
い
え
、
三
か
月
と
い
う
期
間
は
、

季
節
の
区
切
り
、
春
夏
秋
冬
の
一
シ
ー

ズ
ン
で
あ
り
、
ま
た
「
辛
抱
は
三
日
・

三
月
・
三
年
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

わ
た
し
た
ち
日
本
人
の
暮
ら
し
の
リ
ズ

ム
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

住
宅
や
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た
人

は
、
取
得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
申

告
し
ま
せ
ん
と
、
住
宅
控
除
な
ど
の
特

典
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

△
不
動
産
の
取
得
税

「
不
動
産
の
取
得
」
と
は
、
土
地
や

家
屋
を
売
買
、
贈
与
・
交
換
。
払
下

な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
や
、
家
屋

を
建
築
（
新
築
・
増
築
・
改
築
）
し

た
と
き
で
す
。
相
続
な
ど
に
よ
り
不

動
産
を
取
得
し
た
と
き
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

△
不
動
産
の
取
得
申
告

不
動
産
を
取
得
し
た
と
き
は
、
不

動
産
の
取
得
の
日
（
登
記
に
は
関
係

な
く
譲
渡
契
約
の
日
、
あ
る
い
は
家

不
動
産
の
取
得
は

即
日
以
内
に
申
告
を

屋
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
日
）
か
ら
六
十
日
以

内
に
県
税
事
務
所
に
「
不
動
産
取
得

申
告
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

△
住
宅
の
特
例
控
除

住
宅
を
取
得
し
た
方
は
、
そ
の
不

動
産
の
取
得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内

に
不
動
産
取
得
申
告
書
を
提
出
し
ま

せ
ん
と
特
例
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
○
特
例
控
除
は
一
戸
に
つ
き
三

五
○
万
円
（
税
額
で
十
万
五
千
円
）

以
内
で
す
。

△
土
地
の
税
額
控
除

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
方
は

そ
の
土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
十
日

以
内
に
不
動
産
取
得
申
告
書
を
提
出

し
ま
せ
ん
と
税
額
控
除
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
○
税
額
控
除
は
四
万
五
千

円
で
す
。

△
住
宅
・
土
地
の
税
金
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い

こ
と
は
高
萩
県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

△
「
不
動
産
取
得
申
告
書
」
の
用
紙
は

市
役
所
・
高
萩
県
税
事
務
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
高
萩
市
春
日
町
三

ｌ
一
高
萩
県
税
事
務
所
課
税
課
直
税

第
二
係
（
電
、
三
一
六
八
）

“ｉ
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体
や
こ
と
ば
の
不
自
由
、
ま
た
は
精

神
発
達
の
お
く
れ
な
ど
に
よ
り
、
通
常

の
学
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な

い
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
今
、
市
教
育

委
員
会
で
は
就
学
相
談
醤
行
っ
て
い
ま

半
、
７
０

－
障
害
の
種
類
、
程
度
に
よ
っ
て
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
を

行
う
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
環
境
の
中

で
障
害
を
補
う
た
め
、
必
要
な
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
る
教
育
も
行
い
ま
す
。

と
く
に
、
来
年
度
（
昭
和
五
十
六
年

度
）
入
学
す
す
子
供
を
お
も
ち
の
方
は

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
就
学
相
談

含
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
Ｉ

争■

六
十
歳
以
上
の
方
と
同
居
し
て
い
る

お
年
寄
り
の
た
め
の
専
用
居
室
を
増
築

ま
た
は
、
改
築
す
る
こ
と
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
貸
付
し
、
お
年
寄
り
と
家

族
と
の
あ
．
た
た
か
な
家
族
生
活
を
維
持

す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
老
人
居
室

整
備
資
金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
貸
付
の
対
象
と
な
る
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
市
内
に
居
住
し
、
親
族
で
あ
る
老

人
と
同
居
す
る
も
の
で
、
老
人
の
專

三
三
一
三
三
三

三
一
三
三
一

一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三

三
三
一
三
田Ⅲ

高
萩
市
教
育
委
員
会
学
務
課
（
電
話
⑤

二
三
一
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
・

副
ｌ
ｌ
お
年
寄
り
の
室
改
造
に
－
Ｊ

春日町通り

駅前通りを舂日町通りといい、イトーョーカド－を 三 ′ロ ’ｰ三 す居

はじめ、最近は老舗もビルに建て替えたり、店頭を改 三 る住

| 簸言鶏猛悪鞭墓艶謝弐三 、族
また－段と賑わうことだろう。 三老で";；

§ 絵と女伊藤龍馬 三 人あ蔦ル

ガ 三のる
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吊*
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農

； < 新しい融資制度のご利用を ；応食縦蓋高
fj

： 亨募 ･で関考集校 γ
常 l

： 字数 すすえし生 イ
ミ 中小企業を対象に新しい融資制度がで； は 。 るてての;

！ ： 譽礁し庭‘ ご利調《だ誉‘、 - ふ、”“み ：
！ ： ．省ｴﾈﾙｷｰ貸付--省垂爺‘順幕熱窯雲蛎

：一

； で 応れや税か を

！ ：施設(太陽熱利用冷熱装置廃力悪利用； 募ば＝にら募

熱澱駕撫號壼詫篭手; ：
: ． ；

：円以内、融資期間は10年以内。
母 亭 おま電七

、 ▽中小企業倒瘻対策貸付-…関連値葉輔毎職n:
： 藍

i
胃の倒産による資金融資で、経営の安定を 亨合新な日田｜地 、

ムかるために必要な運転資金を貸し付け ；緋鯉夫新集映
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：期間は5年以内。 十： い 、 も 日の り 分
； ･一新ま地ま

： この新しい融資制度についてのくわし 手 ○しで集す も
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「１１税に関する

資吾
金r

を0

貸冒
付己

|斎
用
居
室
を
必
要
と
し
自
力
で
居
室
整

備
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
方

○
自
分
所
有
の
住
宅
ま
た
は
、
直
系

尊
卑
属
、
ま
た
は
、
配
偶
者
が
所
有

し
、
か
つ
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
貸
付
限
度
額
は
一
件
あ
た
り
百
万

円
（
貸
付
の
予
定
は
四
件
）

○
償
還
期
限
は
十
年
以
内

こ
の
資
金
は
年
金
積
立
還
元
融
資
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
八
月
三
十
日
ま
で

に
福
祉
事
務
所
社
会
係
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
（
電
話
⑤
’
一
二
二
内
線

二
八
五
）

内
。
末
尾
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

学
校
名
・
学
年
・
学
校
の
所
在
地
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。
し
め
き
り
は
、
九
月

五
日
必
着
と
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
日
立
税
務
署
（
電

日
立
局
（
二
一
）
六
三
四
六
）
へ
ど
う
ぞ

○
と
き
八
月
七
日
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
十
二
時
ま
で

○
と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

○
テ
ー
マ
最
近
の
消
費
問
題

○
講
師
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
職
貝

な
お
、
映
画
（
三
十
分
）
も
予
定
。

Ｒ
禁
謹
測
悪
吋

8月の日曜診療のお知らせ
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２

３
３
２
４

３
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蛇
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』
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17日 樋渡医院 大和町

24日

31日

冑沼医院 春日 町
全生堂医院本 町 (2)2306

時間は、午前9時から午後4時まで

⑩

･夕


